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ロベルト･ムージルについての
ひとつの試み
｢結びつき」における新らしい体験
古井由
??
新らしい体験をえがき出す事，これが現代作家の第一の欲求であり，また，存在の理由
でもある。自分の現に住む世界の中で人間的に不可能だとされているものを，なおかつ十
分に人間的な体験としてえがいて見ること，また,ただ異常な出来事として精神のそとに
おかれているものをいちど内面的なものでみたして見ること，そのような試みへの衝動に
責められていない作家は，ことさらに現代作家として評価されるべきでない。真に現代作
家らしいものをあたえるのは，熱狂的にせよ，ひややかにせよ，体験の拡大への突破口を
うかがう，あのほとんどエロティックな緊張なのである。
このような緊張は，現代の風俗作家たちの，ことさらに異常な出来事を，ことさらに煽
情的な効果をもとめる執勧さの中にも，やはり存在する。彼らの煽情的なものは，多くの
場合，彼らの経験が語るという出来事そのものより，むしろ，おかし難いとされているも
のをあえて幾重にもおかさせて見るという，不安な内面の繰作より来るのである。ただ，
その内面は出来事が思わせるほどに，懐疑的でも，虚無的でもない。むしろ懐疑的な精神
性によってはまだおかされていない,現実の価値の中に十分な安住を見出している内面が，
ある現代的な不安と期待にうながされ，異常な効果をあやつるのである。しかし，このよ
うにしていったん生れた出来事は内面を圧倒し，沈黙させ，いわばおき去りにして，ひと
り極端まで展開してしまう。
しかし，そのようなものと対照をなして，出来事を産み，出来事に影響される能力を失
った内面がある。いわば内面的閉鎖というものであり，現代において，いわゆる「内面性
」のきわめて陥りやすい状態である。一般的にいって，内面性というものは，ある民族の
特質として考えられたり，広く人間存在の深みに根ざす生き方として考えられた場合より
も，近代精神の，現実克服の態度として考えられた時，おもい意味を持つ。それは社会
的現実に対して精神的現実，出来事や経験の現実に対してイデーやシムポルの現実を主張
し，それによって近代世界に対するひとつの克服の行為であった。しかし，それはやがて
働きかけるべき世界を見失って，もはや行為でなくなると，ひとつの閉鎖，それ自身の論
理をもった現実における閉鎖となった。とくに，世界が急激に新らしい様相を呈しはじめ
た時，閉鎖はあらわになる。内面性は出来事を通じて，新らしい現実を体験することを知
らない。出来事は時間と偶然に支配されており，認識の真の対象となり得ぬ，という態度
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ははじめにそうであったような，現実の克服ではなくなって，出来事への無頓着と無能に
なってしまったのである。そして，そのように内面性より見捨てられた処で，出来事はた
だ異常な,irrationalなものになってしまうのである。
だが一方，内面性はこのような状態より，自己の論理を極端までおしすすめることによ
ってのみ，自己を救おうとする。つまり，極端における自己崩壊を通じて，絶対の虚無を
通じて,未知の現実を完全に内面的に体験しようとするのである。だが'どのようにしてそ
の極端は越えられるのだろうか。そこにはもはや出来事はない。それ故,出来事の体験に
よって，自己の認識や論理をこえるという，人間にとって親しいやり方はそこでは不可能
である。何かまったく未知な，精神的な体験が必要なのである。もしそれがないとすれ
ば，論理の徹底と自己崩壊と救済というのも，またひとつの論理に過ぎなくなる。
オー ストリア人作家，ロベルト・ムー ジル(1880-1942)はそのような内面性の危機よ
り，もっとも誠実に，新らしい体験を求めた作家であった。数ある内面的な作家たちの中
で，彼をいちじるしいものとするのは，彼の出来事(dasGeschehen)に対する驚きで
ある。内面においてはその実現を想像するだけで存在を根もとよりゆすりそうなことが，
つまり，内面的にはく不可能＞と思われることが，実際に起る，しかも，何ごとでもない
ようになめらかに起るという事，それはムージルにとって真に驚くべき事だった。勿論，
これは直接的に出来事に向けられた関心ではなく，むしろ内面に向けられた関心である。
だが，多くの内面的な作家と違って，彼は出来事と内面とのこのような不条理な関係よ
り，出来事に対する拒絶の正当性をひき出して来ることはしなかった。そればかりか，こ
の不条理さの認識のもとで，はじめて彼の新しい体験への精神的な欲求は強くかき立てら
れるのである。
たとえば，彼の教養小説風の作品「寄宿生テー ルレスの昏乱」(DieVerwirrungdes
Z6glingsT6rless,1906)の中，盗みを犯したある美少年が彼の秘密を握った仲間たちに
恥しめられる場面で，主人公テールレス少年は彼に順番がまわって来た時，その美少年に
むかって静かに，ほとんど親しげに「ぼくは泥棒です，といい給え」という(Seite79)。
‘●● ●●●●● ●●●
彼は，なぜではなくて，どんな風にそれが起ったのか，そのとき少年がいったいどんな気
持だったのか，知りたかったのである。（ﾕ）盗みという汚恥に身を落す時の，全身をゆす
るときめき，それは彼にはあまりに鮮やかに思い浮べられた。だが，眼の前には当の少年
が，そんな震憾とは何のかかわりもないように立っている。テーレルスの問に対して彼
は，「そんな事，なにもなかった。だって，ほんの一瞬のことだもの。何も感じない，何
も考えない。あっという間に，そうなつちまったんだ。」，と答える(SeitelO9)。そし
て，テールレスは地団太をふむ。自分の内側にあるものを，他ならぬこの少年の口より聞
かなくては，彼は満足しないのである。
これがまさに，ムージルの体験を求める，やり方である。
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1908年より，ムー ジルはおよそ2年半をかけて，「愛の完成」("DieVollendungder
Liebe''),「静かなヴェロニカの誘惑」("DieVersuchungderstillenVeronika'')
という二つの小説(Erzahlung)を書き,それらに「結ひつぎ」(DieVereinigungen)
というひとつの標題を与えた。結びつきとは，現実を超えた境における愛の合一である。
だが，この二つの小説はいづれも，女性の常識的には不貞(Untreue)とされるべき出来
事をあつかっている。しかも，それは恋人や夫との愛のない生活より自分を解きはなち，
真に愛し得る別の人間を求めるという体験ではない。恋人なり，夫なりとの真の結びつき
を情熱的に求めているヒロイン達は，彼らのもとを離れて三日とたたぬうちに，他の男
に，しかも彼女達にとって偶然な男に，身をゆだねるになるのである。すなわち，愛とか
結びつきという精神的価値を否定するのに，もっともふさわしい出来事なのであるの
●●●
恋人との結びつきを求めながら，姦淫をおかすという事が，いかにして起るのか－こ
のような，かなりイローニツシュな視角より，連作はまず始められた。1909年，ムージル
は「魔法をかけられた家」("DasverzauberteHaur)という小説を，雑誌の注文に
応じてかなり短期間に書き上げ，おおやけにした。それは，ひとりの内面的な女が，恋人
を死なせる事によって永遠の結びつきを得ようというあまりに精神的な試みのはてに，彼
女にとっては獣でしかない他の男に絶望的に身をゆだねるという，出来事を持っている。
まず，あるふるい屋敷にたまたま宿を借りているある将校がとなりの室より男と女の緊張
したやりとりを耳にする処より，小説は始まる。男が女に愛の確認を求めめている>Sie
liebenmich？く。女は>Neinくを叫ぶ(S､147)。そして,男は「あなたが拒むなら，
私は今日ここを立って，明日のうちに命をすててしまう」，という。女はいよいよ懸命な
>Nein《を叫けぷ。第三者の男はこの屋敷の女を思い浮べ，あのような女がどうして，こ
のような情熱の対象となり得るのか，と語かる･
ヒロインのヴィクトリアは長い家柄の最後のひとりであり，たえず僅かづつ崩れて行く
ように不気味な音をたてる屋敷の孤独な暮らしの中で，老嬢になりかかっている女であ
る。この女の生活に，ながい孤独の後，ひとりの男がやって来て，彼女は自分の生命感が
甦り始めるのを予感する。だが，孤独の中で育てられて来た自我は，たとえその生命の貧
しさが彼女を苦しめるにせよ，他の存在によってたやすくは奪わせられない。とくにこの
男，ヨハネスはきわめて豊かな内面の持主であり，自己をあらゆる物事の中心とするよう
な，調和的な存在をいとなんでいる。自分自身の存在感のとぼしさをかなしむヴィクトリ
アには，このような自己の内における調和はほとんど苦しみを与える。そして，ヨハネス
の愛を受け入れる事，それは彼女のほうより一方的に，彼の存在に屈することでしかなか
った。
このような内面的状況より，男が去り，女の愛の試みが始まる。女は男が死ぬという確
信の上に，彼女の夢想を築くのである。まず，男が去った瞬間より，男との関係は彼女を
苦しめるものを失って，永遠なものにかわる。また，男が彼女のために死ぬという意識は
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女にはじめてつよい存在感を甦らせる。男が命を絶ったと感じた瞬間，強い，秘やかな感
情が女の上におりて来る。女は室中のすべてのあかりを点し，男の写真を前におき，はじ
めて>Duくとよびかける。そして，その夜は女にとって，ながい期待の実現の夜となっ
た。すなわち，失われた記憶のような自分の存在をとりもどし，さらに，そのような存在
感をこえ，無限の境で永遠の結びつきを体験すべき夜なのである。物たちも彼女を中心と
してそれぞれのあざやかな存在を営みはじめ，しかも，個々の存在であることをやめ，異
った空間においてひとつのなる瞬間を，緊張して待っているかのように見える。
●●
だが同時に，それは現実の攻撃より夢想をまもる，たえざる緊張でもあった。男を殺し
たのだという反省，生きた人間を愛さなかったという苛酷さの意識，さらに，屋敷のなか
の第三者の存在,時間に侵蝕されて行く屋敷そのもの，これらすべての現実が彼女を責め
たてる。それに対して，彼女は夢想をいよいよ強め，現実のおよばぬ処に入ってしまう事
によって，自分を正しとしようとする。しかし，それは出来ない。結局，圧倒的な現実を
前にして，彼女はけして現実とはならぬ，とらえがたい予感をなおかつだきかかえるよう
に，自分の孤独の中にうづくまるより他はない。
そして，明け方に，男より無事を知らせる速達が来て，女の夢想を一気に砕く。男は女
との夢想より，おもての現実に，「街頭」にのがれ出てしまったのである(2)。そして，男
が彼女のために死ななかったという事実だけは，現実を抹殺する女の夢想も克服出来な
い。というのは，彼女の夢想は現実をこえて展開しながら，ひとつの事実，男が死んだと
いう事実にもとづいていたからである。この夢想の坐折の後，きわめて女性的に，何かを
求める行為だけがさらに展開して，官能的なものの中に入る。すなわち，静かな秩序をや
っと保っているかに見える現実を，官能の狂気の中で一気に崩壊させ，そこから何が生じ
るかを見たいという欲情が，彼女をとらえるのである。
この小説を支配している考え，すなわち，恋人の実際の存在を超えることによって，
愛を永遠なものにするという考えは勿論，ムージルにおいて始まったものではない。ま
た，恋人の実際の存在をあえて犠牲にするというテーマも，とくにムージルのものとする
べきではない。さらに，それを女にあてはめるという事も，とくにムージル的なものでは
●●
なく，もっと一般的に，現代における精神のある欲求のあらわれという事が出来る。すな
わち，一切を精神性によって支配しようという，孤独で尖鋭な欲求である｡というのは，
極端の精神性は男においてではなく，女において実現された時，もっとも強く人間の現実
●●
をゆする力を持つのである。女というものは一般的に，とくに精神によって，精神性には
侵蝕され難い存在として見なされている。精神は女の中に，盲目なもの，言葉を不要とす
るもの，偶然に平然とゆだねられるものを見る。だが同時に，精神はそのようなものをた
んに現象として，出来事として眺め，それとは別の処に，やはり盲目で無言ではあるが
人間的な，自明な価値に根ざした女性の本質を，彼自身の苛酷な論理性や虚無への傾向
に対するひとつの救いとして，期待しているのである。それ故，このような女の存在を
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わせてしまう瞬間もある。すると，夫は現実的な存在を弱め，遠い「恋人」の存在に，
「境界を越えて吹き寄せられて来て，遠く星のようにふるえる音楽のひときれ」のように
彼女を求める存在に重なってしまう(S･179)。この「恋人」に対して彼女は，
「私達はお互を知る前より，お互に不実でした。」("Wirwareneinanderuntreu,
bevorwireinanderkannten.")(S.180)
と呼びかける。何故なら，「私達は知り合う前より，お互に愛し合っていた」からであ
る。この言葉をもって，彼女の愛は時間の制約をこえて拡る。そして，「不貞」という行
為は，もはや姦淫ではなくなり，何か無限な行為となる。
Unddabegannsie,ganzwehundferne,wieeinWindiiberregenschwarze
Felderkommt,begannsiezudenken,dal3eseineregenleise,wieein
HimmeleineLandschaftiiberspannendeLustseinmii6te,untreuzusein,
einegeheimnisvolldasLebenschlieSendeLust.
（そして，一陣の風が雨に黒くぬれた野を渡って来るように，悲しほど遠くより，彼女
は考え始めた。不貞である事，それは降る雨のようにかすかな,天空のように野山を張
りおおう悦楽に速し､ない。神秘に生をとざす悦楽に速いない。）
姦淫と愛，偶然なものへの屈従と極端の精神性，このような対立物の，ほとんどあり得
そうにもない共存，それがムージルの作品に不安な緊張を与えている。これらのものぱい
わば途方もない対立に苦しみながら，ある未知な体験において，ひとつに結びつく事を求
めている。そして，この願望が現実によってはみたされぬ処で，あまりに激しい緊張より，
あるlyrischなもの，「かすかな音楽」のようなある予感が生じるのである。作品は,各
々このような構造を持ち，それぞれ詩的に完成されているといってよい部分より成立って
いる。しかし，それはあくまで静的な調和であって，いかに繰りかえし，いかに鋭くした
●●●●●●●
ところで,それだけでは最初にあった＞それはどのようにして起るかく(Wiegeschieht
es?)という問をみたす事は出来ない。この問は，出来事を語る事によって内面的にはこ
えられぬ矛盾がこえられ，思いがけい体験が得られるという確信を含んでいる。この点で
ムージルは小説家であった。それ故，彼は姦淫に傾いて行く女の内面が呈する深さや，
lyrischなものにおいて作品を完成させず,彼女の上に実際にそれを趣.産そ克さのであ
る。
それは実際には，クラウディネの旅の三夜目に起る。しかし，ムー ジルは彼女の不貞の
体験を，その前の夜において試みている。その夜，夫Ai生活の虚偽について思い耽りなが
ら，ちょうど着物を脱ぎおえたクラウディネは，たまたま彼女を求めに来た男と，扉一枚
へだてて対するのである。屈辱への欲情が彼女の肉体をみたす。そして，彼女は毎夜見知
182 古井由吉
らぬ人間達の足に踏まれたホテルの絨毯の上に，四つ這いになり，裸身をおしつける。し
かし，扉の留具ははずされないし，また，互に合図ひとつかわされない。扉のむこう側で
男は彼自身の欲情にみたされて立っており，こちら側では，彼女は彼女自身の欲情の中で
なおかつすこしも失われぬ例の内面でもって，自分の肉体の美味に感じ耽っている。そし
て，そのまま男は立ち去る。
この時，クラウディネは，これが不貞なのだと思うのである。だが，それはむしろなさ
れなかった体験についての，自分自身に対する非難である。彼女は，それは実際に起り得
たのだという事の前で，ただ偶然によって危険を脱れ得たもののようにふるえる。すると
実際には起らなかった不貞の情景があざやかに，淫らに彼女の眼前に浮び上る。しかも，
彼女は同時に，何事もなかったように夫のもとにかえり，「お前を内側から感じとれない
」，という夫の問に対して，「ほんとうに，何もなかったのよ」(Glaubmir,eswar
nichtsgegenuns<)と微笑むより他はない自分をも思い浮べるのである(S.195)。
この意味では，不貞は彼女にとって忌まわしいものだった。すなわち，実|察には不貞は起
らなかった。だが，たんに内面的なものにおいては，それは起ったも同然である。しかし
また，それはその逆の場合，出来事が内面にふれずに，ただ起ったという場合と同じなの
である。つまり,出来事が思いがけぬやり方で内面の何かを変えなかったという意味では，
まだ何も起っていないのである。
それ故，ふたたび男が扉の前に忍んで来る。そして彼女は，扉まで這い寄って留金をは
ずさなくてはならぬ，と考える。ここで，何かが真に起るべきなのである。すなわち，姦
淫による愛の獲得という冷やかな逆説が，クラウディネという女によって行為され，ひと
つの体験となるべきなのである。しかし，彼女はそれを行う事が出来ない。これらすべて
は以前の行状への逆もどりに過ぎぬのかも知れない，という考えがそれだけで彼女の手足
を抑えつけ，身動きを許さない。そして，行為にならぬ緊張より，彼女はふたたび遠い
「恋人」に呼びかける。扉一枚むこうの存在に現に欲情を掻き立てられながら，彼女はは
るかより彼女を求める存在にむかって，彼のもとへ行くために，この偶然な男に扉を開く
力を自分に与えてくれるよう，さけぶのである。
"Wirkamenaufeinanderzu,geheimnisvolldurchRaumundJahre,nun
dringeichindicheinaufschmerzhaftenWegen."(S.196)
「私達はおたがいを求めてやって来ました。空間と年月を秘やかに通り抜けて。そし
ていま，私は苦しい道を通って，あなたの中へはいり込もうとしているのです。」
結局，「どうしても出来ない事がある。なぜだか判らない。それはおそらく何よりもた
いせつな事なのだ。何よりたいせつな，という事は判っているのだ。」，という彼女のつ
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ぶやきをもって，クラウディネの試みは挫折する(S･196)。この試みにおいてもやはり驚
くべき対照’ひとつに結ばれぬ緊張より生じる杼情性という，あの調和がまた成り立った
のに過ぎなかったのである。
この挫折の後に出来事が実際に起っても，それはムージルの求める体験の成就ではな
い。不貞はこの後，クラウディネの冷やかな孤独の中で，いわば沈黙のまま起るのであ
る。それは，ムー ジルが》AlleinmitGeschehen《とか,<Alleinmitfremdem
Geschehenisse《とかいう言葉であらわす孤独であって，見知らぬ出来事に黙って身をゆ
だね，しかも，その影響をあまりの孤独の中で無力にしてしまって自己の本質にはふれ
させぬという，冷やかで淫らな態度である。このような孤独の中では，出来事は個人的な
ものである事をやめて，獣に起るようなもの，その意味で抽象的なものはなってしまう。
しかも同|時に，孤独な内面がそれを冷やかに眺めているのである。クラウディネは彼女の
室に入り込んで来た男の，「それでは，お前は私が好きなんだね」，という問に，「いい
え’私はあなた(Sie)のそばにいるという事が,好きなのです。あなたのそばにいるとい
う事実が,偶然が，好きなのです。エスキモーの男のそばに坐っているのだっていい……
｣(S.199),と答える。このような孤独に対して，彼女に>Du《といわせようという男
の骨折りは’滑稽なものになってしまう。そして，彼女は男に身をゆだね，嫌悪にもかか
れらず，官能の快楽が体を満たして来るのを感じる。そして，小説は次のような結びを持
っている。
Aberihrwardabei,alsobsieanetwasdachte,dassieeinmalim
Frtihlingempfundenhatte:dieseswieftiralledaseink6nnenunddoch
wiefiireinen・Undganzfern,wieKindervomGottsagen,eristgro6,
hattesieeineVorstellungvonihrerLiebe.
（しかしその際，彼女は何時か春の日に感じた事を，思い出したような気がした。す
べての人々のものであるかのように存在しながら，しかも同時に，ひたすらひとりの
ものであるかのように存在することも可能なのだ，という事である。そして，はるか
遠くに，ちょうど子供らが神のことを考えて，神様は偉大なんだというように，彼女
は彼女の愛を思い浮べたo)(S.199)
新らしい体験という意味では，クラウディネには結局なにも起らなかった。そもそも，
クラウディネという人物は始めより終りまで，ひとりの女ではないのである。そこにある
のは，たんに女性的なものの，イデーに対する不条理な反応でしかない。ムージルの，
女の不貞という出来事はそのような女性的官能に，極端に精神的なものを置く試みであ
る。しかし，それはどのような内的必然性より生じて来たのだろう。女の不貞という出
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来事を通じて，新らしい体験を求めなくてはならぬ内面性とは，どのようなものであろ
う。
ここで，ムージルの作品における男と女の関係をさらに考察して見る必要がある。＞ヴ
ィクトリア《と＞クラウディネくはいづれも，男と女の対話より始まる。それから，男が
背景に退いしまい，女の体験がひとり展開する。だが，行為するのは女ではあるが，その
行為を見つめる眼，つまり，作品のペルスペクティーヴには，むしろ背景の男の存在がよ
り強く感じられる。
まずヴィクトリアの物語において，女のあの試み，恋人の現実の存在を抹殺することに
よって永遠の結びつきを得るという試みは，男より与えられ，男によって挫折させられ
た，といえる。冒頭の，自殺云々の言葉は決して絶望した男を示してはいない。むしろ，
それに続く，「あなたが僕を愛している事を，僕は知っている。明日になれば’あなたも
それを知るだろう」，という言葉は冷やかな響きを持っている(S.147)。それは，とり
かえしのつかぬ喪失という意識によって，自己の存在を女の中で永遠なものにしてしまお
うという夢想，夢想の現実に対する盗意，を意味している。しかし，女はこの夢想に，男
の予期以上に忠実に従って行為し，男の思いがけい体験に至るのである。クラウディネに
おいては，男は冒頭で女をひとり旅立たせたきり，背最に退いてしまう。だが，女ははじ
めに，彼と一緒でなくては行きたくないといっているのである。このように，やはり男に
よって（ほとんど意識的にではないかと思われるように）きっかけを与えられた体験を，
ムージルはここではあくまでも女の体験として，小説的に展開させようとしたoだが，す
でに見たとおり，男の精神性の極端を思わせる，冷ややかな可能性の認識と神秘的な予感
との調和が，作品の各部を完結させ，出来事の思いがけい，いわば女性的な展開を妨げて
いる。
このクラウディネの物語はヴィクトリアの物語よりはじめにテーマを与えられながら，
その執筆中にすでに,》ヴィクトリア《の改作の必要をもたらした(4)。このようにして
生じたのが，「結びつき」の第二作，「静かなヴエロニカの誘惑」である。＞ヴエロニカ
《は,日作より人物をそのまま（ただし，ヴィクトリアはヴエロニカとなる），それと，ヨ
ハネスが去った後の部分をおおよそそのまま，受けついでいる。しかし，それより前の部
分は量的に旧作の三倍以上に拡大されたばかりでなく，ペルスペクティーヴの暖昧な'日作
に対して，別れた後の男と女の並列的な回想として試みられている(5)。しかも，男の夢
想に対する女の不可能な反応の意味を知ろうとする，男の回想の部分が大きな比重を占め
ているのである。
まず，ヨハネスははっきり，精神性の極端における存在としてあらわされている。彼の
存在は，とらえ難い予感に耳を澄ますという，内面的な緊張のみにみたされている。彼は
その空虚な存在を，ある異った現実より来るかすかな気配にむけて’だんだんに傾けて行
くようにしてのみ，生きているのである。
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あたかも，熱病のもとの明るさを思わせる春の日，物達の影が物達をこえて這い出し
そして静かに，小川に映る像のように，動かぬながら何処かへむかってなびく時，物
達が時おりみづからゆらゆらと伸び出すように……
（………………wiedieDingemanchmalsichverlangern,anfieberhellen
Frtihlingstagen,wennihreSchatteniibersiehinauskriechenundsostill
undnacheinerRichtungbewegtstehenwieSpiegelbilderimBach.)(S.201)
このような内面に，現実的なものは力を及ぼす事が出来ない。女の面前で，もうひとり
の男に顔をなぐられるという屈辱も，一瞬のちには「親しい不安」となって，内面の調和
に組み入れられてしまう。そして，ヴエロニカの体験にきっかけを与えた言葉，「私は行
ってしまう。きっと,多分,私は死ぬだろう」という言葉もひとつの決心ではなくて，ひと
つの夢想,それ自体のものであって,現実とは何のかかわりもないものなのである(6)。
ヴェロニカは，空虚な存在を傾けさせるような予感を理解する女として，あらわされて
いる。長い家柄の岐後のひとりとして，彼女は精神性の極端のそれに通じる空虚さに定め
られていたc
……私達の庭一夏のさなかにさへ，もし雪の上に柚たわったら，こんな気持に違い
ないと，私は考える。そんな風に慰めのないまま快適で，下からしっかり支えられる
事もなしに暖かさと冷たさの間に漂っている。跳び出したい気持になる。でも，また
ぐったり快い流れの中にとけ込んでしまう。(S.206)
しかし，彼女は生への必要に迫まられているのである。このまま老嬢になりたくないの
ならば,何らかの行為をしなくてはならない，「何かが起らねばならない」，と彼女は感
じている(S.205)。そして，そのようなヴエロニカにとって，あの存在を傾けさせるよう
な予感は，ヨハネスとは異った不安をあたえるのである。ヨハネスは，「それは神だ」，
という。すると，ヴェロニカはそれは理解しながら，「けだもの」のことを考える。
「……（あなたのいう）神とは，私をむりやり彼女の乳房に接吻させる，太った意地
悪な，女でもあるし，また，時おりひとりでいる時，戸棚の前で腹這いになって，そ
んなこと考える私でもあるのよ・」(S.207)
また，彼女はヨハネスのせん細で，空虚な生き方を,>alleinmitgeschehenくとい
l',,>unpersOnlich<といい，そして，あの獣的なものをすっかり奪われてしまったか
●●●●
に見えるヨハネスを「けだもの」と呼ぶのである。
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「……………あなたはどう考えるの，私の考えでは，いやしくも人間なら，それ程に
●●●●
unpers6nlcihになり得ない。けだものだけがそうなのよ。助けてちょうだい。なぜ
この事を考えると，私は何時もけだものに思いあたるのかしら。」(S.207)
そして，ヨハネスはそれを理解しない。
まず注目すべき事は，これらの言葉は,>alleinmitgeschehen<といい,>
unpers6nlich<といい,>Tierくといい，すべて女たちの，姦淫への傾きのもとの孤独
をあらわすのに使われたものであり，それがここでは男の，精神性の極端における虚無を
あらわしているという事である。女の官能によって抽象化された存在と，男の精神によっ
て抽象化された存在が，いずれも「けだもの」と呼ばれているのである。この事より，あ
れらの女達の出来事は男の精神性の虚無に源を持っていると，いう事が出来る。すなわ
ち，男の精神性の虚無が，女において出来事として，難くべき姿をとったのである。そし
て，その背後には，精神性の極端はその虚無によって，獣的なIrrationalitatに通じる
という認識がある。
だが，次に注目すべき事は，ヨハネスは彼の「けだもの」を理解せず，ヴェロニカのみ
がそれを理解したという事である。実際に，「けだもの」の脅威はヨハネスにはふれず，
ヴェロニカのみを思いがけい体験まで連れて行ったのである。ヴェロニカに愛の試みを与
えたのはヨハネスであったが，いかに驚くべき可能性であったにせよ，それはヨハネスに
おいては夢想でしかなく，何の行為にもつらなっていなかった。ところが，ヴェロニカは
夢想でしかないものを，行為とせざるを得なかった。そして，行為であるが故に，それは
ヨハネスの夢想のおよばぬ処まで展開したのである。ヴェロニカに「けだもの」を理解さ
せたのは，このように行為せざるを得ない自分への不安であり，たしかにヨハネスにはな
いものであった。
すなわち,irrationalなものは，たとえ精神性の極端においてもっと･も鋭く現われる
にせよ，何らかの行為にせまられていない者にとっては，何かを変える力とはならない，
それ故，真の不安はあたえないのである。これを押しすすめると，精神は自己展開的には
その極端をこえて新らしい体験に至る事が出来ない，といえる。精神性を孤独に展開して
虚無にまで至り，そこでirrationalな毛のにより極端をこえて新らしい体験を得ると
いう行き方を，精神は内面的な閉鎖よりのただひとつ屈辱のない解放として，まもって来
た。しかし，極端における虚無はそれ自体ひとつの調和であり，いかにirrationalな可
能性の認識も行為につながっていない以上，全体の調和に組みこまれてしまい，けっして
存在をゆするようなものになり得ないのである。
そこで，内面的な閉鎖より真の体験に至るには，まったく精神的であるはずの認識や予
感を，直接的な行為によって，全存在をもって応じてしまうような，狂おしい，不条理な
●
存在の助けが必要となる。それがムー ジルにとって，女であった。ムー ジルの女とは，男
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においては全体の調和を織りなすひとつの夢想しかない可能性を出来事としてしまい，そ
れによって最初の夢想を不可解に超えてしまうものなのである。しかし，女はそれ自身そ
のようにirrationalな存在でありながら，その貞操において，その不変な生活感情にお
いて，彼女が住む世界の価値の現実を体現している。それ故，内面的に認識された，驚く
●●●●
べき可能性を女において起らせて見るのは，認識のもっとも厳しい試練，つまり，その体
験に他ならないのである。
このような意味で，ムージルのこれらの作品の，女の不貞という出来事は，精神による
実験であった。そして，それは人間的な体験へのひとつの冒洗であるかも知れない。ムー
ジルはクラウディネという女の上にあのような出来事を起らせておきながら，彼女をひと
りの女としては描き得なかった。小説家というものは出来事を描く以上，それを十分に人
間的な体験によってみたきなくてはならない。そのような出来事に対する誠実さの中に，
思想家や詩人と異った，小説家の人間的なものがあるのである。
しかし，ムージルにおいて，出来事は精神によって設定されながら，いわばひとたび起
ると，妓初に認識された可能性をこえて，未知なもの，不可解なものとして，ムージルに
驚きを与える。そして，ムージルはまたそのようなものとして出来事を求めるのである。
彼の作品を通じて，ヒロイン達の体験を眺める男達の執勧な眼が感じられる。男達は彼ら
の女達の体験を自分の内面において再構成しながら，さらにそれによってはとらえられぬ
もの，彼らの内面をこえる》新らしいもの<を感じて，出来事を眺め続けるのである。こ
れが作品のペルスペクティーヴであり，ムージルの出来事に対する態度である。ちょうど
恋人の体験に嫉妬と憧慢を感じるように，内面的な精神が出来事に対しているのである。
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